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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 89,049 21.0 △1,424 － △1,627 － △2,340 －

2021年３月期第２四半期 73,605 △34.5 △1,665 － △2,296 － △3,345 －

(注)包括利益 2022年３月期第２四半期 △616百万円( －％)2021年３月期第２四半期 △4,316百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 △125.94 －

2021年３月期第２四半期 △179.38 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 136,275 53,296 28.7

2021年３月期 136,714 55,032 29.5

(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 39,153百万円 2021年３月期 40,305百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 8.00 8.00

2022年３月期 － 0.00

2022年３月期(予想) － 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有
　

配当予想の修正については、本日付公表の「業績予想の修正及び中間配当（無配）の決定に関するお知らせ」をご
覧下さい。

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 195,000 6.2 1,300 △57.7 800 △66.4 △900 － △48.42

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

2022年３月期の業績予想については、2021年７月15日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細につ
いては本日付公表の「業績予想の修正及び中間配当（無配）の決定に関するお知らせ」をご参照下さい。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無

新規 －社 （社名） －、 除外 －社 （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注
記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧下さい。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 18,712,244株 2021年３月期 18,712,244株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 125,021株 2021年３月期 128,901株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 18,584,738株 2021年３月期２Ｑ 18,652,439株

(注)１．期末自己株式には、「役員向け株式給付信託」により当該信託が保有する当社株式（前連結会計年度
95,100株、当第２四半期累計期間91,200株）を加算しております。

２．期中平均株式数(四半期累計)は、自己名義所有株式分を控除する他、「役員向け株式給付信託」により
当該信託が保有する当社株式(前第２四半期累計期間26,004株、当第２四半期累計期間93,693株）を控除
して算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因に

より大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等につきましては、添付資料２ページ「１. 当四

半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。収益認識会計基準等の適用による財政状態及び経営成

績への影響は軽微であります。

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症による影響が依然として厳しい中、

ワクチン接種が進展し徐々に回復の動きを見せております。しかしながら、国・地域によっては回復基調にバラつ

きが出ており、感染再拡大のリスクも懸念され、予断を許さない状況が続いております。

自動車業界においては、新型コロナウイルス感染症の影響からは総じて回復基調にありますが、世界的な半導体

不足による減産が相次いでおり、原材料高騰の影響も懸念され、先行きは不透明な状況が続いております。

こうした事業環境において当社グループは、2020年４月より第14次中期計画をスタートさせました。「限界突

破！世界中のお客様へこだわりのBest Oneを」との全社グローバル方針のもと、「Back to Basics」「Challenge

for New」を基礎として、お客さまに対して新たな価値を提供すべく活動し、受注拡大に努めてまいりました。新

型コロナウイルス感染症から生じた環境変化や課題に的確に対応し、サステナビリティを踏まえた新規受注活動や

新技術への取り組み、投資の最適化、各種改善活動、経費の削減など、方針の具現化に取り組んでおります。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は89,049百万円(前年同期比21.0％増)、営業損失は

1,424百万円(前年同期は営業損失1,665百万円)、経常損失は1,627百万円(前年同期は経常損失2,296百万円)、親会

社株主に帰属する四半期純損失は2,340百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失3,345百万円)となり

ました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

(日本)

主要得意先からの受注台数は新型コロナウイルス感染症や半導体不足による影響を受けて前年並みに推移した

ことを受け、売上高は8,806百万円(前年同期比5.4％減)となりました。損益は、商品売上が増加したことやコス

ト削減などの結果、営業損失は152百万円(前年同期は営業損失1,184百万円)となりました。

(北米)

主要得意先からの受注台数は、新型コロナウイルス感染症の影響で大幅減となった前年よりは上回ったものの、

半導体不足による影響により回復が遅れ、売上高は52,107百万円(前年同期比15.3％増)、営業損失は2,148百万円

(前年同期は営業損失1,315百万円)となりました。

(アジア)

主要得意先からの受注台数が新型コロナウイルス感染症の影響から回復したことを受け、売上高は28,134百万

円(前年同期比47.3％増)、営業利益は1,020百万円(前年同期比41.1％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金、商品及び製品、建設仮勘定は増加しましたが、

受取手形及び売掛金の減少により、前連結会計年度末に比べ439百万円減少し、136,275百万円となりました。

負債は、支払手形及び買掛金は減少しましたが、短期借入金、長期借入金の増加により、前連結会計年度末に比

べ1,296百万円増加し、82,979百万円となりました。

純資産は、利益剰余金等の減少により、前連結会計年度末に比べ1,735百万円減少し、53,296百万円となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年3月期の連結業績予想につきましては、2021年７月15日に公表いたしました業績予想から、現時点で入手

可能な情報や予測等を踏まえて修正を行っております。

詳細につきましては、本日付公表の「業績予想の修正及び中間配当（無配）の決定に関するお知らせ」をご覧下

さい。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,708 5,811

受取手形及び売掛金 31,578 20,423

商品及び製品 6,547 8,824

仕掛品 4,351 5,415

原材料及び貯蔵品 8,743 10,363

その他 2,744 3,031

流動資産合計 57,673 53,870

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,147 16,782

機械装置及び運搬具（純額） 32,880 33,987

建設仮勘定 9,034 11,578

その他（純額） 10,950 11,039

有形固定資産合計 70,012 73,388

無形固定資産 320 304

投資その他の資産

投資有価証券 6,995 6,994

その他 1,712 1,717

投資その他の資産合計 8,708 8,711

固定資産合計 79,041 82,404

資産合計 136,714 136,275

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,772 15,252

短期借入金 20,872 24,185

1年内返済予定の長期借入金 9,884 10,063

未払法人税等 658 367

役員賞与引当金 31 36

その他 8,182 8,593

流動負債合計 59,401 58,499

固定負債

長期借入金 16,943 19,099

役員退職慰労引当金 57 47

退職給付に係る負債 791 883

負ののれん 44 42

その他 4,443 4,408

固定負債合計 22,280 24,480

負債合計 81,682 82,979
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,790 6,790

資本剰余金 6,733 6,733

利益剰余金 26,559 24,055

自己株式 △64 △62

株主資本合計 40,019 37,517

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 490 520

為替換算調整勘定 △333 1,069

退職給付に係る調整累計額 128 45

その他の包括利益累計額合計 286 1,636

非支配株主持分 14,726 14,143

純資産合計 55,032 53,296

負債純資産合計 136,714 136,275
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 73,605 89,049

売上原価 68,600 83,491

売上総利益 5,004 5,557

販売費及び一般管理費 6,670 6,982

営業損失（△） △1,665 △1,424

営業外収益

受取利息 33 37

受取配当金 22 29

為替差益 － 90

その他 124 89

営業外収益合計 180 247

営業外費用

支払利息 417 378

持分法による投資損失 22 24

為替差損 356 －

その他 15 47

営業外費用合計 811 449

経常損失（△） △2,296 △1,627

特別利益

固定資産売却益 0 4

補助金収入 1,518 －

投資有価証券売却益 6 1

特別利益合計 1,525 6

特別損失

固定資産売却損 － 7

固定資産除却損 34 38

新型コロナウイルス感染症による損失 2,505 －

特別損失合計 2,540 45

税金等調整前四半期純損失（△） △3,311 △1,666

法人税、住民税及び事業税 611 932

法人税等調整額 34 △123

法人税等合計 646 808

四半期純損失（△） △3,957 △2,474

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,345 △2,340

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △611 △134

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12 38

為替換算調整勘定 △478 1,908

退職給付に係る調整額 93 △83

持分法適用会社に対する持分相当額 13 △4

その他の包括利益合計 △358 1,858

四半期包括利益 △4,316 △616

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,681 △990

非支配株主に係る四半期包括利益 △635 374
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △3,311 △1,666

減価償却費 5,075 5,221

のれん償却額 △2 △2

退職給付に係る資産・負債の増減額 20 7

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △73 △9

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △64 5

受取利息及び受取配当金 △55 △66

支払利息 417 378

為替差損益（△は益） 134 △265

持分法による投資損益（△は益） 22 24

有形固定資産売却損益（△は益） △0 2

有形固定資産除却損 34 38

売上債権の増減額（△は増加） 1,319 12,153

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,524 △4,164

仕入債務の増減額（△は減少） 623 △5,093

投資有価証券売却損益（△は益） △6 △1

その他 566 △612

小計 3,175 5,948

利息及び配当金の受取額 84 88

利息の支払額 △425 △383

法人税等の支払額 △776 △1,109

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,058 4,543

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,138 △7,026

有形固定資産の売却による収入 8 104

無形固定資産の取得による支出 △55 △30

投資有価証券の取得による支出 △16 △20

投資有価証券の売却による収入 10 4

その他 18 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,172 △6,979

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,491 3,187

長期借入れによる収入 2,050 7,703

長期借入金の返済による支出 △5,074 △5,550

自己株式の取得による支出 △45 △0

配当金の支払額 △200 △162

割賦債務の返済による支出 △129 －

非支配株主への配当金の支払額 △815 △958

リース債務の返済による支出 △332 △262

自己株式の売却による収入 － 1

その他 △83 229

財務活動によるキャッシュ・フロー △138 4,188

現金及び現金同等物に係る換算差額 △250 350

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,502 2,102

現金及び現金同等物の期首残高 8,879 3,708

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,377 5,811
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準）

当社及び国内連結子会社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下

「収益認識会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支

配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとし

ております。

これにより、買戻し義務を負っている有償支給取引については、金融取引として有償支給先に残存する支給品

の期末棚卸高について「仕掛品」を認識するとともに、有償支給先から受け取った対価について金融負債を認識

する等、一部の取引について変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は323百万円及び売上原価は323百万円増加しております。利益

剰余金期首残高への影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「その他」の一部は第１四半期連結会計期間より「仕掛品」に含めて表示し、前連結会計年度の連結貸借対照

表において、「流動負債」に表示していた「支払手形及び買掛金」の一部は「その他」として表示しておりま

す。また、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「売上原価」のマイナス処理をしてい

た一部の取引に関して、「売上高」に含めて表示しております。

なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度及び前第２四半期連結

累計期間について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第12号 2020年3月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結

累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

一部の連結子会社における四半期連結財務諸表の税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結

会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益(損

失)に該当見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の

見積りの仮定については、重要な変更はありません。
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（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

一部の連結子会社において、政府等の要請にもとづき、拠点の稼働停止を実施した期間及び稼働時間を短縮した

期間にかかる休業手当等に対して政府から助成金を受給しております。当該助成金収入は、関連する人件費等（売

上原価710百万円、販売費及び一般管理費16百万円）と相殺して表示しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

日本 北米 アジア

売上高

外部顧客への売上高 9,306 45,200 19,099 73,605

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

4,435 664 1,257 6,358

計 13,742 45,864 20,356 79,963

セグメント利益又は損失（△） △1,184 △1,315 723 △1,776

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △1,776

セグメント間取引消去 111

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △1,665

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

日本 北米 アジア

売上高

外部顧客への売上高 8,806 52,107 28,134 89,049

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

6,824 663 1,270 8,758

計 15,631 52,771 29,405 97,808

セグメント利益又は損失（△） △152 △2,148 1,020 △1,280

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △1,280

セグメント間取引消去 △143

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △1,424

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の報告セグメント「日本」の売上高は323百万

円増加しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


